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後 藤　幸 平  ×  山 口　信 也
飯豊町長 喜多方市長

Talk abo
ut the new road opening to tr

affi  c.

＝
林
道
飯
豊
檜
枝
岐
線
・
一
の
木
線
の
開
通
に
関
し
て
＝

－

森
林
資
源
の
保
全
と
利
用
に
つ
い
て
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

－

後
藤

「
林
道
飯
豊
檜
枝
岐
線
・
一
の
木
線
」
の
開
通
に
つ
い
て
は
、
三
十
五
年
来
の
念

願
が
か
な
い
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
林
道
で
す
の
で
、
飯
豊
山
系
の
森
林
資
源
、

環
境
の
保
全
に
今
後
と
も
い
い
効
果
が
出
る
よ
う
に
、
お
互
い
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
町
で
は
町
の
面
積
の
８４
パ
ー
セ
ン
ト
お
よ
そ
九
割
近
く
が
山
で
す
。
本
町
か
ら
喜

多
方
に
抜
け
る
手
前
の
地
区
は
中
津
川
地
区
と
い
っ
て
、
全
国
で
も
一
番
の
財
産
区
を

保
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
１
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
炭
の
時
代
に
は
、
一
戸
当
た
り
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
れ
ば
一
年
間
生
活
が
出

来
る
の
で
必
要
な
森
林
を
伐
採
し
て
、
大
体
三
十
年
で
一
回
り
し
て
早
め
に
伐
採
し
た

箇
所
が
蘇
生
し
て
く
る
サ
イ
ク
ル
で
、
ず
っ
と
森
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
戦
後
三
、
四
十
年
の
間
で
外
材
に
押
さ
れ
価
値
が
変
わ
っ
て

き
た
た
め
、
森
林
の
活
用
と
し
て
飯
豊
町
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
地
元
木
材
を
利

用
し
て
町
内
建
築
業
者
に
家
を
建
て
て
も
ら
う
と
、
建
主
が
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
制

度
を
設
け
、
企
業
支
援
と
森
林
資
源
の
利
活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
森
林
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
6
月
15
日
に
、
本
市
と
山
形
県
飯
豊
町
を
結
ぶ
「
林
道
飯

豊
檜
枝
岐
線
・
一
の
木
線
」
が
開
通
し
ま
す
。

新
道
開
通
に
よ
る
森
林
資
源
の
利
用
と
保
全
、
地
域
間
交
流
及
び
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
、
両
自
治
体
の
ト
ッ
プ
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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本
町
で
は
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
を
整
備
し
、
取
り
扱
い
易
い
木
質
燃
料
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
飯
豊
の
暮
ら
し
に
合
っ
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
も
開
発
し
ま
し
た
。

山
口

私
も
、
森
林
資
源
の
豊
富
な
飯
豊
山
麓
に
念
願
の
大
規
模
林
道
が
開
通
し
、
本

市
と
飯
豊
町
が
結
ば
れ
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
、
林
業
面
で
も
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
ず
は
本
林
道
の
計
画
か
ら
建
設
に
携
わ
り
、
今
時
の
竣

工
に
至
る
ま
で
大
変
な
御
苦
労
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
に
対
し
畏
敬
の
念
と
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
の
山
都
町
、
熱
塩
加
納
町
に
は
、
丈
夫

で
質
の
い
い
「
飯
豊
ス
ギ
」
が
広
く
自
生
し
、
且
つ
、
こ
の
優
良
な
杉
を
先
祖
代
々
に

わ
た
り
造
林
し
、
山
の
管
理
に
勤
し
ん
だ
多
く
の
農
家
・
林
家
の
お
蔭
で
、
現
在
の
当

地
域
の
杉
の
森
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
山
都
町
は
桐
の
産
地
で

も
あ
り
ま
す
。
林
業
資
源
は
価
値
の
高
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

森
林
の
保
全
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
森
林
に
は
水
源
涵
養
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
後

世
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
こ
ん
な
に
も

美
し
い
の
は
、
山
や
水
を
大
切
に
す
る
と
い
う
意
識
が
代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
穀
倉
地
帯
の
た
め
大
量
の
灌か

ん
が
い漑
用
水
が
必
要
で
す
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
有
効
貯
水
量
２
３
１
０
万
ト
ン
の
日
中
ダ
ム
が
あ
り
、
４
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

ぶ
水
田
の
灌
漑
用
水
と
、
防
災
や
水
道
水
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
水
源
も
山
か
ら
も

た
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
森
林
の
保
全
の
た
め
に
、
本
市
で
は
県
下
で
先
駆
け
て

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
有
林
の
間
伐
を
進
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
が
有
す
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
能
力
を
高
め
、
そ
の
分
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
化
し
、
企
業
な
ど
に
販
売
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
収
益
を
森
林
の
整
備
に
充

て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
６
社
と
売
買
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

後
藤

す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
ね
。
本
町
で
も
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
大
手
３
社
か
ら
木
を
植
え
る
森
林
保
全
活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

－

地
域
間
交
流
お
よ
び
観
光
振
興
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

－

小白布沢２号橋
～喜多方側から山形側～

飯豊トンネル
～福島県側入口～

小白布沢２号橋工事中
～Ｈ22年度繰り越し工事～

舗装工事中
～Ｈ23年度繰り越し工事～
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後
藤

山
形
と
福
島
は
、
環
境
が
似
て
い
る
と
は
い
え
知
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
。
我
々
も
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
食
文
化
の
違
い
や
、
共
通
点
な
ど
も
知
り
た

い
し
、
若
者
が
内
向
的
に
な
ら
ず
に
山
形
に
も
福
島
に
も
出
向
い
て
新
し
い
出
会
い
を

求
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
口

同
感
で
す
。
開
通
に
よ
っ
て
、
飯
豊
町
民
が
喜
多
方
市
に
、
喜
多
方
市
民
が
飯

豊
町
に
と
、
ど
ん
ど
ん
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
市
で
は
平
成
２３
年
と
２４
年
で
新
規
立
地
企
業
や
事
業
を
拡
大
し
た
企
業
は
１２
社
に
の

ぼ
り
、
そ
れ
に
伴
う
新
規
雇
用
総
数
は
約
１
０
０
人
を
超
え
た
の
で
、
今
後
も
若
者
が

定
住
で
き
る
よ
う
に
地
域
の
良
さ
を
伸
ば
す
つ
も
り
で
す
。

後
藤

温
泉
に
つ
い
て
も
各
々
特
色
が
あ
る
の
で
、
喜
多
方
市
の
熱
塩
・
日
中
温
泉
や
山

都
町
一
ノ
木
の
い
い
で
の
ゆ
等
と
と
も
に
、
飯
豊
町
の
が
ま
の
湯
温
泉
や
秘
湯
の
広
川
原

間
欠
泉
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
山
の
楽
し
み
と
、
町
の
楽

し
み
と
、
自
然
を
守
り
な
が
ら
両
方
を
味
わ
え
る
ゾ
ー
ン
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口

飯
豊
町
と
本
市
に
ま
た
が
る
飯
豊
山
は
昔
か
ら
多
く
の
人
々
の
信
仰
の
霊
峰
で

あ
り
、
一
方
に
お
い
て
観
光
資
源
で
あ
る
飯
豊
山
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
大
き
く
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
山
体
の
表
層
地
質
形
成
が
世
界
的
に
も
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

地
質
学
上
に
お
い
て
も
貴
重
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
植
生
や
昆
虫
な
ど
生
態
系
も
特
異

な
の
で
、
飯
豊
山
に
関
係
の
深
い
市
町
村
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
し
て
協
議
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
藤

本
町
で
も
新
し
い
登
山
道
の
開
拓
な
ど
、
よ
り
飯
豊
山
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
口

新
道
開
通
に
よ
っ
て
経
済
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
地
域
の
振
興
を
お
互
い
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

地図を広げて新道開通に伴

う交流や、お互いの町、市

の歴史を熱く語るお二人

笑顔で固い握手を交わす
お二人

～片岡鶴太郎氏が描いた
屏風の前にて～
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山形県の南西部に位置し、東は米沢市および

川西町、西は小国町、南は福島県喜多方市、

北は長井市にそれぞれ隣接しています。町の

北東部は、白川の水と肥沃な耕地を利用した

農業地帯で良質米を生産し、丘陵地は肉牛の

産地でもあります。町の南部は飯豊連峰に連

なる山岳で覆われています。JR米坂線と国

道113号が東西に走っていて、仙台と新潟を

結ぶ内陸横断ルートのほぼ中間地点となって

おり、交通の要衝となっています。

飯豊町ホームページより

後藤町長、お国自慢をお聞かせください。

１．景観

　　飯豊町は田園散居村で、屋敷林が点在しています。水田
の中に住宅が点在する食住一体の土地利用となっていて、
英国の旅行家イザベラ・バードが明治時代に東北を旅行し
て書いた「日本奥地紀行」で置賜地方を『東洋のアルカデ
ィア』と表現したほど美しい景観です。
２．歴史的な遺産「穴堰」

　　米沢藩主上杉鷹山の命により、普請奉行黒井半四郎忠寄
らが新潟県の日本海に直接注ぐ飯豊山の融雪水を、20年間
の歳月を要して標高約1,500ｍの山中にずい道を開削して最
上川水系置賜白川に注ぐよう流域変更を行なった施設です。
黒井半四郎の奇想天外な発想は、これからのまちづくりの
指針になると思います。
３．住民参加のまちづくり

　　昭和33年の合併前の九つの旧村からなる協議会ごとに住
民自らが土地利用計画を立て取り組みを展開していること
です。そのことにより自分たちで地域を元気づける種を撒
き、育てていく活動に繋がっています。

飯豊町長　　　後　藤　幸　平　　－ Kouhei  Goto －

昭和26年１月飯豊町萩生生まれ。昭和49年早稲田大学社会科学部卒。同年よ
りマルシチ米穀に入社し、「米と自然の探遊館」の建設や「生産者の顔が見
える米」の販売など、精力的に飯豊産米のピーアールと販路拡大に努める。
また、町教育委員、町振興審議会委員、町農政審議会委員、町商工会理事な
どを歴任し、教育から産業まで幅広く町の政策や課題に意見を述べてきた。

★趣味：カメラ　★休日の過ごし方：毎日配達される新聞3紙すべてに目を通す　★好
きな本のジャンル：ミステリー、ノンフィクション　★お薦めスポット：どんでん平
ゆり園、源流の森　★お薦め食：飯豊牛（米沢牛と言われる半分が飯豊牛）、山菜
★イベント情報：5月12日(日)に全国白川ダム湖畔マラソン大会が開催されます( )

◎対談協力店
游鯉龍紋小絵「がま亭」
100年以上前の置賜の古民家を
移築・改修した「いいで旅館」
の別亭。山菜、熊鍋、米沢牛
など、地元の天然およびお国
柄自慢の特撰素材による、里
のご馳走が楽しめます。

ここでしか味わえない珍味
「熊のサラミ」　　→

林道飯豊桧枝岐線・一の木線（概略図）豊桧枝岐線・一の木線（概略図）

林
道
飯
豊
檜
枝
岐
線

区
間
延
長
8.1
㎞

（
昭
和
53
年
か
ら
平
成
11
年
）

林
道
一
の
木
線

区
間
延
長
5.7
㎞

（
平
成
5
年
か
ら
平
成
24
年
）

喜多方市喜

飯豊町

●←川入登山口

◆大日杉

⇒

⇒⇒

「飯豊トンネル」
↓

↓至 木↓至一の木

津川↑至中津
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６５
歳
以
上
の
方（
要
介
護
者
お
よ
び
要

支
援
者
を
除
く
）に
は
、
運
動
・
口
腔
・

栄
養
に
関
す
る
各
「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
教
室
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
病
院
な
ど

で
受
診
後
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
教
室
を

受
講
す
る
か
が
決
ま
り
ま
す
。

○
教
室
受
講
ま
で
の
流
れ

①
市
役
所
か
ら
５
月
〜
６
月
に
か
け
て
ア

ン
ケ
ー
ト（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）が
届
き

ま
す
。

②
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
市
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
、
教
室
の
参

加
対
象
者
の
方
に「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」

の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
次
の
教
室
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
直
接
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

○
「
知
っ
得
!?
元
気
の
秘
け
つ
教
室
」

本
庁
・
各
総
合
支
所
で
実
施
し
ま
す
。

運
動
、
栄
養
、
口
腔
な
ど
に
つ
い
て
バ
ラ

ン
ス
よ
く
学
べ
る
教
室
で
す
。
６
月
下
旬

〜
７
月
に
開
講
し
ま
す
。

※
詳
し
い
お
知
ら
せ
は
、
後
日
、
本
庁
・

各
総
合
支
所
ご
と
に
チ
ラ
シ
を
各
戸
配
布

す
る
予
定
で
す
。

○
足
腰
元
気
教
室

各
総
合
支
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
指
導
士
を
講
師
に
関
節
痛
予

防
の
た
め
の
運
動
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

詳
し
く
は
各
総
合
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操（
福
祉
セ
ン
タ

ー
）教
室

左
ペ
ー
ジ
の
募
集
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

○
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
や
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
な
ど
自
主
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援

希
望
が
あ
れ
ば
、
保
健
師
な
ど
を
派
遣

し
て
、健
康
に
関
す
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

介
護
予
防
と
は
高
齢
者
の
方
が
、
で
き

る
限
り
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

送
る
た
め
、
介
護
を
受
け
る
状
態
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
、
ま
た
は
要
介
護
状
態
に
あ

っ
て
も
そ
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
で
す
。

介
護
予
防
を
意
識
し
て
い
ま
す
か
？

各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す

65
歳
以
上
の
方
に
は

「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」を
予
定

本庁
　高齢福祉課介護予防係☎（24）5242
熱塩加納総合支所
　住民課市民サービス班☎（36）2113
塩川総合支所
　住民課市民サービス班☎（28）1251
山都総合支所
　住民課市民サービス班☎（38）3824
高郷総合支所
　住民課市民サービス班☎0241（44）2113

問い合せ先

「
運
動
」

「
食
事
」

「
こ
こ
ろ
」

を
意
識
し
た
生
活
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

いつまでも元気で
自立した生活がしたい…！

介護が必要になる原因は？

●脳血管疾患
●関節疾患・骨折
●閉じこもり　など

喜多方市が取り組む
介護予防事業について

高齢になっても、ハツラツと元気に過ごすよう何か気を付けていることは

ありますか？喜多方市での介護予防に関する教室などをご紹介します。
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太極拳ゆったり体操（福祉センター）教室
日時　5月～26年3月　金曜日（全40回）　初回は5月10日です。
　　午後2時～午後3時　　※体操前の血圧測定を午後1時30分から行います
会場　喜多方市総合福祉センター（2階）多目的ホール
定員　60人
受講料　4,000円（前期2,000円、後期2,000円）
　　　スポーツ傷害保険料1,850円（65歳未満）1,000円（65歳以上）が必要です。
　　　　※受講料は半期ずつ分納することができます。
申し込み　随時募集しています。高齢福祉課までお申し込みください。
　　　　受講料・保険料は、参加申込書と一緒に（教室の参加初日）にご持参ください。

～送迎について～　下記の方は送迎をご利用できます。
　　　　○現在要支援1・2の認定を受けている方
　　　　○80歳を超え、ひとりで来場することができず、家族も送迎できない方
【注意事項】
・スポーツ傷害保険は保険料をいただいてから加入いたしますので、料金をいただいた次の回
   からの適用となります。
・ご都合により年度途中で辞退されても、受講料や保険料をお返しすることはできませんので  
   ご了承ください。

　「太極拳」または「太極拳ゆったり体操教室」を
体験してみたい団体に、年度内1回に限り無料体験
教室を実施しています（講師一人あたり1回4,000円
の支援があります）。
◆申込条件　①参加人数がおおむね10人以上。②体
験するための会場は申請団体で準備すること。
※詳しくは直接お問い合せください。

  太極拳や
  太極拳ゆったり体操を体験してみたい方へ

　５月から「基礎から学ぶ武術太極拳教室」
が始まります（４月号広報きたかた20ページ
参照）。子どもも大人も太極拳で健康に！興
味がある方はお問合せください。

問い合せ先
高齢福祉課 介護予防係☎（24）5242

　喜多方市では「太極拳ゆったり体操教室」を行政区単位で支援しています。地区で体操教室を
開催しませんか。 詳しくは直接お尋ねください。
○支援１、２年目までは20回分の補助が出ます。
○３年目は講師謝礼の半額が20回まで補助されます。
○４年目から独立した活動になり支援はありません。
※支援内容　地区支援ボランティア講師　１人あたり１回　1,000円

地区で開催する「太極拳ゆったり体操」を支援します

今年は10周年の記念事業として6月29日（土）に
第10回太極拳フェスティバルを開催します。

先行お知らせ
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皆
さ
ん
の
中
に
は「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
と
、
学
校
の
部
活
動
や
民
間
の
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
も
し
く
は
テ
ニ
ス

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
１
つ
の
種
目
を
決
め
て

行
う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
近
年
、
全
国
で
注
目
を
集
め
て

い
る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

は
少
し
違
い
ま
す
。
総
合
型
ク
ラ
ブ
は
、

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
で
立
ち
上
げ
、
実
施

す
る
種
目
や
内
容
を
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
作
り
上
げ
て
い
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

す
。ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
の
も
、
ク
ラ
ブ
を

運
営
す
る
の
も
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
自

身
で
す
。

会
員
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
自
由

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
総
合

型
ク
ラ
ブ
の
特
徴
で
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
以
下
、「
総
合
型
ク
ラ
ブ
」）と
は
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
作
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

す
。
地
域
の
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
設
立
・
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
内
に

あ
る
総
合
型
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

地
域
の
交
流
の
場
を
育
む
ク
ラ
ブ

み
ん
な
で
作
り
、

育
て
て
い
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
総
合
型

ク
ラ
ブ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
楽
し
む

機
会
を
広
げ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の

方
ま
で
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
や
っ
て
み
た
い
種
目
を
変
え
れ

ば
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
種
目
に
よ
っ
て
は
三
世
代
で
楽
し

め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

総
合
型
ク
ラ
ブ
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
世
代
、
多
志
向（
競
技
志
向
や

健
康
志
向
）の
方
な
ど
、
地
域
の
い
ろ
い

ろ
な
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
総
合
型
ク
ラ
ブ

の
設
立
・
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
平
成
１５
年
に
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
會
津
磴
漕
会（
あ
い
づ
と
う

そ
う
か
い
）」
が
、
平
成
２０
年
に
は
「
ひ

め
さ
ゆ
り
く
ら
ぶ
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
に
は
「
や
ま
と
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
、
今
年
４
月
か
ら
活

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
、
今
ま
で
と
は
違
う
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

総そ
う

合ご
う

型が
た

地ち

域い
き

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で「
ひ
と
」も「
地
域
」も

「
い
き
い
き
」・「
元
気
に
」

ひめさゆりくらぶ「出前レクリエーション体操教室」の
様子（場所：熱塩加納町半在家生活改善センター）

ひめさゆりくらぶ「キッズ体操教室」の様子
（場所：熱塩加納会館）

問問
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学校行事やイベントで「ボート体験」をしませんか
ボートの普及と競技力向上が私たちの目的です

【特定非営利活動法人會
あ い

津
づ

磴
と う

漕
そ う

会
か い

】
◆主な活動拠点　高郷町
○代表者…理事長　冨田真紀　
○クラブマネジャー…伊藤恵美
○会員数…25人（日体協公認ボートコーチ2人）
○入会金…2,000円
○年会費…⑴正会員10,000円　⑵学生会員6,000円　⑶賛助会員6,000円
○活動種目…ボート競技、初心者対象のボート教室、団体・学校などへのボート指導者派遣
　　　　　　※会員以外の方でも参加できる、フライングディスク教室、バトミントン教室、陸上・
　　　　　　　ウエイトトレーニング教室を開催しています。　　　　　  090-7337-3314（伊藤）

明るい活力あるまちづくりを目指します

【やまとスポーツクラブ】
◆主な活動拠点　山都町
○代表者職氏名…会長　山川　均
○クラブマネジャー…上野幸男
○会員数…募集中
○入会金…なし
○年会費…⑴会員4,000円（15歳以上）　⑵子ども会員3,000円（15歳未満）　※傷害保険料を含む
○活動種目…バウンドテニス教室、太極拳教室、エアロビクス教室、トータルスポーツ教室
　　　　　野球教室（スポーツ少年団）、バレーボール教室、バドミントン教室など。

 090-7564-2451（上野）

「来てみっせ・見てみっせ・やってみっせ」が合言葉　人と人との出会いを大切にしています

【ひめさゆりくらぶ】
◆主な活動拠点　熱塩加納町
○代表者…理事長　沢井安昭　
○クラブマネジャー…平林新一
○会員数…⑴正会員22人　⑵準会員48人
○入会金…なし
○年会費…⑴正会員3,000円　
　　　　⑵準会員　ア.スポーツ少年団会員小学生3,500円、中学生6,500円、イ.ビジター会員（教室ご
　　　　　 とに参加料は異なり、その都度徴収します）　⑶協力会員500円　⑷賛助会員一口3,000円
○活動種目　複合種目スポーツ少年団、出前レクリエーション体操教室、グラウンドゴルフ教室、親
子体操教室スポーツ医事トレーニング、スポーツフェスティバル、スノーシューハイキングなど

 ☎（36）2395（沢井）

問問

初心者対象のボート教室の様子（県営荻野漕艇場）

問問

問 問

４月から活動している市内の総合型クラブを紹介
　現在、市内では、３つの「総合型クラブ」が「多世代」・「多種目」・「多志向」の理念を基本として、
地域に根ざした、特色ある活動を開始しています。
　団体ごとに実施する活動種目や実施場所が異なりますので、内容については各団体にお問い合わせく
ださい。
　「総合型クラブ」設立についてのご相談は、市教育委員会生涯学習課スポーツ振興係☎（23）2116また
は「会津広域スポーツセンター」☎0242（37）0588までお問い合わせください。
※会津広域スポーツセンターとは、会津地域の「総合型クラブ」の設立や運営支援を主たる目的とする
福島県の組織です。

「スポーツ少年団」（スポーツチャ
ンバラ）の様子（熱塩加納体育館）

「秋色フェスティバル」（グラウンドゴ
ルフ大会）の様子（三ノ倉スキー場）

「バウンドテニス教室」の様子 「エアロビクス教室」の様子
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偉
人
の
業
績
や
「
人
づ
く
り
の
指
針
」

の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
講
師

を
派
遣
し
、
そ
の
謝
礼
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
が
所
属
す
る
各
種
団
体
で

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

◆
派
遣
す
る
講
師

瓜
生
岩
子
刀
自
、
蓮
沼
門
三
氏
、
藤
樹

学
な
ど
、「
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
で
き
る
団
体
な
ど

か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

◆
派
遣
す
る
場
所

市
内
小
中
学
校
、
公
民
館
な
ど

◆
助
成
内
容

年
度
内
１
回
ま
で
市
が
講
師
謝
金
を
負

担
し
ま
す
。

◆
派
遣
の
例

○
小
中
学
校
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
種
行
事

○
公
民
館
・
各
種
事
業
で
の
研
修
会

○
各
種
団
体
・
各
種
行
事
・
研
修
会
な
ど

◆
申
し
込
み

実
施
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
提
出
の
前
に
電
話
な
ど
で
、
実

施
希
望
の
日
時
、
場
所
、
内
容
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
経
験
者（
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
）と
市
民
が
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
す
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
」
が

今
年
度
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
サ
イ
ン
会
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日

７
月
７
日（
日
）

◆
会
場

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

※
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
の
方
法
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
き
た
か
た
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈶
喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川
公

園
体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

昨
年
の
様
子

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
運
動
や
体
験
活
動
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
を
す
る「
わ
く
わ
く
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」

活
動
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

若
干
名

◆
活
動
場
所

喜
多
方
市
立
第
一
小
学
校

◆
活
動
内
容

６
月
か
ら
月
２
回
程
度
、

水
曜
日
の
午
後
２
時
３０
分
か
ら
約
３
時

間
、
１
年
〜
４
年
生
の
児
童
を
指
導

◆
募
集
締
め
切
り

５
月
２４
日（
金
）

※
詳
し
く
は
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

問問

申申

問問

講
師
派
遣
事
業

人
づ
く
り
の
指
針針
講

支
援
の
ご
案
内

ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン

２
０
１
３
オ
リ
ンン
ピ催

し
ま
す

喜
多
方
大
会
を
開開
催

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業「

ン

わ
く

わ
く
子
ど
も
ク
ラ
ブブ
」活
動
活

指
導
員
募
集

問問

申申【お詫びと訂正】

4月15日に各戸配布しました「喜多方市 生
涯学習ガイド2013」に誤りがありました。
お詫びして訂正します。

◆8ページ「熱塩加納公民館」の電話番号

〔誤〕☎ 36-2177
　　↓

〔正〕☎ 36-2117

◆15ページ「勤労青少年ホーム」の住所・電

話番号、FAX番号、Eメールアドレス

〔誤〕〒966-0912 喜多方市豊川町一井字間々
ノ上676番地5　☎/FAX 22-0266　Eメ
ールk.toy@city.kitakata.fukushima.jp

↓
〔正〕〒966-0031 喜多方市字舞台田3119番地1  

☎/FAX 22-1403
　  Eメールなし

◆17ページ「英会話クラブ」（自主活動サー

クル（中央公民館関連））の電話番号

〔誤〕☎ 22-3693
　　↓　

〔正〕☎ 23-3693

生涯学習課 生涯学習係

 ☎（23）2115

問 問
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針
生
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

赤
崎
林
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

新
崎
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
向
上
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
分
別
な
ど
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

宮
古
行
政
区（
山
都
町
）

夢
見
の
水
環
境
整
備
事
業

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て

「
夢
見
の
水
」
の
足
場
改
修
と
、
花
植
栽

に
よ
る
景
観
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

小
土
山
行
政
区（
高
郷
町
）

富
士
山
登
山
道
整
備
事
業

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
当

地
域
に
あ
る
富
士
山
の
登
山
道
を
整
備

し
、
低
山
登
山
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
し
た
。

野
辺
沢
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

野
辺
沢
生
き
生
き
サ
ロ
ン
た
ん
ぽ
ぽ

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
補
助
金
を

活
用
し
て
サ
ロ
ン
を
設
立
し
、
介
護
予
防

事
業
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
し
た
。

別
府
行
政
区（
塩
川
町
）

別
府
納
涼
盆
踊
り
復
活
事
業

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
文
化
を
継
承
す

る
た
め
、
１３
年
ぶ
り
に
納
涼
盆
踊
り
を
復

活
さ
せ
、世
代
間
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

本
村
行
政
区（
高
郷
町
）

男
の
料
理
教
室

常
に
理
解
と
協
力
を
惜
し
ま
ず
に
支
え

て
く
れ
る
奥
様
方
に
感
謝
す
る
た
め
、
男

性
が
料
理
を
つ
く
り
奥
様
方
を
招
待
し
ま

し
た
。

本
木
行
政
区（
山
都
町
）

火
災
警
報
器
設
置
状
況
調
査
及
び
救
命
救

急
講
習
会

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
を
調
査
す
る

こ
と
で
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
救
命
救
急
講
習
会
を
開
催
し
、
万

が
一
の
際
の
応
急
手
当
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。総

務
課
行
政
班

☎（
２４
）５
２
０
４

東
桜
ガ
丘
行
政
区（
松
山
町
）

清
水
台
行
政
区（
松
山
町
）

上
勝
行
政
区（
関
柴
町
）

熊
倉
上
行
政
区（
熊
倉
町
）

堀
出
行
政
区（
慶
徳
町
）

広
野
行
政
区（
山
都
町
）

下
川
角
行
政
区（
山
都
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
整
備
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
花
植
栽
プ
ラ
ン
タ

ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

環

境

整

備

の
部

そ

の

他

の
部

コ

ミ
ュ

ニ

テ

の
部

ィ

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た

16
行
政
区
を
表
彰
し
ま
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
で
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
た
行
政
区
を
表
彰
す
る｢

一

行
政
区
一
運
動｣

の
受
賞
者
が

決
ま
り
、
１６
行
政
区
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平 成 ２ ４ 年 度
一行政区一運動

問問

受賞者の皆さん

整備されたゴミ集積所（東桜ガ丘）

復活した別府納涼盆踊り
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自
己
搬
入

家
庭
で
生
じ
た
ご
み
で
、
環
境
セ
ン
タ

ー
山
都
工
場
で
処
理
で
き
る
も
の
を
自
分

で
搬
入
す
る
場
合
は
、
無
料
で
引
き
取
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
搬
入
日
時

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始（
１２
月
３１
日
〜
２６
年
１
月
３
日
）

を
除
き
随
時
受
け
入
れ
し
ま
す
。

○
月
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

４
時
３０
分

○
土
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

業　　　者　　　名 電　話　番　号
㈱あいづダストセンター ０２４２（３６）５３５１
㈱荒川産業 （２１）１５１１
㈱いいで （３８）３８０８
㈲喜多方綜合衛生センター （２２）１５９４
㈲北塩原衛生センター （３３）２３７９
㈲グリンアース （２３）０１００
㈱佐藤総業 ０２４２（２４）５９３３
㈲昭和衛生 （２２）０２８９
㈲高郷清掃 （２２）２５５３
㈲塚原興業 （２７）８２５６
㈲塚原鉄筋工業 （２７）７５５１
㈲坂下リサイクルサービス ０２４２（８３）３４０２
㈲ピアス （２１）４０７０
松浦商事㈱ ０２４２（２７）４４３３
㈲山都塵芥収集社 （３８）３２７２
丸佐運送㈲ （２２）７５５４
㈲渡辺重機 （２４）２６８８

廃棄物の収集運搬をするためには許可が必要です。
現在、市の許可を得ている収集運搬業者は17社です。
引越しや家の中の整理などで大量にごみが出る場合や、
事業に伴って生じたものは、次の業者へ依頼してくだ
さい。

【一般廃棄物収集運搬業の許可業者一覧】
（25年５月現在・五十音順）

許可業者への収集依頼（有料）

家庭の粗大ごみ収集

◆
搬
入
場
所

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
山
都
工
場（
山
都
町
小
舟
寺
字

二
ノ
坂
山
乙
２
６
１
９
番
地
１
）☎（
３８
）

３
０
０
５

 

市
の
収
集

今
年
度
は
５
月
、
８
月
、
１１
月
の
３
回

実
施
し
ま
す
。

事
前
に
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
窓
口
へ
所
定
の
申
請
書
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い（
申
込
書
は
各
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）。

①

申
請
の
際
に
一
品
５
０
０
円
、
１
０

０
０
円
、
１
５
０
０
円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ

ー
を
必
要
枚
数
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②

市
の
指
定
日
の
朝
８
時
３０
分
ま
で
に

粗
大
ご
み
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付

け
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③

指
定
日
に
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
各

家
庭
を
専
用
の
収
集
車
で
回
収
に
ま
わ
り

ま
す
。
時
間
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。
処
理

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
て
い
な
い
も
の

は
収
集
し
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
限

５
月
１６
日（
木
）

◆
回
収
日

５
月
２２
日（
水
）〜
２４
日（
金
）

の
予
定

※
満
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、
母
子
世
帯
、
身
体
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
と
は
、
家
庭
生
活
で
生
じ
た

も
の
で
、
指
定
可
燃
ご
み
袋
ま
た
は
指
定

不
燃
ご
み
袋
に
入
ら
ず
、塵
芥
収
集
車（
パ

ッ
カ
ー
車
）に
入
ら
な
い
耐
久
消
費
財
な

ど
の
大
型
ご
み
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に

は
各
種
電
化
製
品
、
家
具
、
自
転
車
な
ど

で
す
。
た
だ
し
、
法
律
で
製
造
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
つ
け
ら
れ
て

い
る
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品（
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
）、
廃
パ
ソ
コ
ン
、

オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び
処
理
場
で
の
処
理
が

困
難
な
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
す
で
に
各
家
庭
に
配
付
し

て
い
る
チ
ラ
シ
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
保
存
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
粗
大
ご
み
の
自
己
搬
入
に
つ
い
て
…

喜
多
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境
セ
ン
タ

ー
山
都
工
場
☎（
３８
）３
０
０
５

○
市
の
許
可
を
持
つ
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
…
生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎

（
２４
）５
２
６
１

○
家
庭
の
粗
大
ご
み
定
期
収
集
申
し
込
み

窓
口
…
生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎（
２４
）

５
２
６
１
、
各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ

ー
ビ
ス
班〔
熱
塩
加
納
☎（
３６
）２
１
１
３
、

塩
川
☎（
２７
）２
４
０
０
、
山
都
☎（
３８
）３

８
０
５
、
高
郷
☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１

３
〕

問問
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格

入
居
資
格
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
設
課
建

築
住
宅
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
世
帯
の
収
入
が
「
公
営
住
宅
法
の
収
入

基
準
」
に
示
す
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ

と
。

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
持
ち
家
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、
親
な
ど

の
名
義
の
持
ち
家
で
あ
る
が
、
納
税
義
務

者
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

○
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の
中

に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と
。

申
込
受
付
期
間
・
時
間

５
月
１
日（
水
）か
ら
１４
日（
火
）ま
で
の

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）。
火
曜
日
と
金
曜
日

は
本
庁
３
階
建
設
課
で
午
後
７
時
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※
今
回
の
募
集
で
入
居
決
定
者
が
い
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
６
月
４
日
か
ら
７
月

１０
日
ま
で
の
間
、
随
時
入
居
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
住
宅
の

申
し
込
み
が
あ
り
次
第
、
受
け
付
け
を
終

了
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

建
設
課
建
築
住
宅
係
お
よ
び
各
総
合
支

所
建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

住
宅
の
困
窮
度
か
ら
な
る
選
考
基
準

と
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

公
開
抽
選
予
定
日

６
月
３
日（
月
）

入
居
開
始
予
定
日

６
月
１７
日（
月
）

建
設
課
建
築
住
宅
係
☎（
２４
）５
２
４
６

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

市
で
は
、
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
年
４
回
、
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
募
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※No3、4、8～10、12（No.の網かけ部分）は、単身での入居はできません。
※特定公共賃貸住宅（No12）とは、一般住宅（低所得者向け）の収入基準を上回る方
を対象に建てられた住宅で、高所得者でもほとんどの方が入居可能です。
◆住宅の所在地
一ノ堰団地（豊川町一井字間々ノ上）、下台団地（岩月町橿野字舘野）、菅井団地（豊川
町一井字下川原）、大荒井団地（松山町大飯坂字下川端）、橋本前田団地（塩川町新江木
字橋本前田）、改良住宅（字押切東二丁目）、松ケ丘団地（山都町字中石打場）

◆高齢者・障がい者世帯向け住宅

◆特定公共賃貸住宅（中所得者向け）

◆一般住宅

№ 住宅名 号 構造 間取り 家賃

1 一ノ堰団地5号棟
57号
（1階）

中層耐火構造
4階建て

3K（6畳1間、4畳半2間）
水洗

9,100円～
17,800円

2 下台団地2号棟
213号
（1階）

中層耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）
水洗

14,400円
～28,200円

3 菅井団地2号棟
209号
（1階）

中層耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）水
洗

15,800円
～31,000円

4 大荒井団地3号棟
311号
（1階）

中層耐火構造
4階建て 2LDK（6畳2間）・水洗 20,900円

～41,100円

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

12 松ヶ丘団地 A-1 木造2階建て 3LDK（6畳3間）・水洗 42,000円～
50,000円

№ 住宅名 号 構造 間取り 家賃

5 一ノ堰団地8号棟
101号
（4階）

中層耐火構造
4階建て

3K（6畳1間、4畳半2間）
水洗

10,000円
～19,700円

6 下台団地1号棟
144号
（4階）

中層耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）
水洗

13,600円
～26,800円

7 下台団地4号棟
421号
（2階）

中層耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）
水洗

14,600円
～28,700円

8 菅井団地2号棟
203号
（2階）

中層耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）
水洗

15,800円
～31,000円

9 大荒井団地2号棟
232号
（3階）

中層耐火構造
4階建て

3LDK（6畳2間、4畳半1間）
水洗

23,500円
～46,200円

10 橋本前田団地53棟 2号 簡易耐火構造
2階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）
簡易水洗

11,800円
～23,200円

11 改良住宅1号棟
5号
（2階）

中層耐火構造
4階建て 2K（6畳、4畳半）・水洗 6,400円～

7,600円

問問
申申


